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武道授業 実践の概要紹介 加東市

1

は
じ
め
に

　

加
東
市
は
、
市
立
３
中
学
校
、
大
学

附
属
中
学
校
１
校
、
計
４
校
の
保
健
体

育
科
の
教
員
が
加
東
市
中
学
校
体
育
研

究
会
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
授
業
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら

の
武
道
必
修
化
に
伴
い
、
市
の
予
算
で

中
学
校
に
剣
道
具
、
竹
刀
を
40
セ
ッ
ト

購
入
、
全
て
の
中
学
校
で
剣
道
授
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る

た
め
、
市
内
全
て
の
保
健
体
育
科
教
員

が
中
学
校
武
道
（
剣
道
）
指
導
者
研
修

会
に
参
加
し
、
各
学
校
で
武
道
の
研
究

授
業
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
剣
道
授
業
実
践
の
１
つ
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
心
身
の
発
達
や
人
格
形
成
が
生
徒
指

導
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

心
身
の
発
達
が
著
し
い
中
学
生
の
時
期

に
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
剣
道
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
や
自

己
を
律
す
る
態
度
の
形
成
と
そ
の
発
達

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
適
切
な
情
動
制
御

を
通
し
て
、
社
会
性
や
規
範
意
識
、
学

校
適
応
感
で
他
の
領
域
の
運
動
種
目
を

学
ぶ
中
学
生
と
の
違
い
が
、
保
健
体
育

学
習
の
武
道
指
導
の
中
で
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

中
学
生
の
運
動
部
活
動
経
験
が
も
た

ら
す
自
己
効
力
感
と
情
動
知
能
の
発
達

を
検
討
し
た
西
垣
・
吉
川（
２
０
０
５
）

で
は
、
運
動
部
所
属
群
は
非
運
動
部
所

属
群
よ
り
も
自
己
効
力
感
や
情
動
知
能

が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
中
学
生
剣

道
に
お
け
る
礼
法
指
導
後
の
心
理
的
特

徴
の
変
化
と
競
技
面
へ
の
適
応
可
能
性

を
検
討
し
た
直
原
・
藤
井
・
幸
田
・
野

村
（
２
０
０
４
）
で
は
、
礼
法
を
重
視

す
る
指
導
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
年
間

を
通
じ
た
メ
ン
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
の
効
果
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
自
己
効
力
感
と
情
動
知
能
の
発

達
が
競
技
面
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活

の
中
で
も
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
剣
道
の
礼
法
を

重
視
し
た
実
践
の
中
で
養
わ
れ
た
自
律

性
は
、
多
様
な
側
面
で
日
常
生
活
の
基

本
と
な
る
学
習
集
団
の
中
で
も
統
制
さ

れ
、
学
習
規
律
へ
の
肯
定
的
な
影
響
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
研
究
１
に
お
い
て
は
、
剣

道
を
学
ぶ
部
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
剣

道
が
人
格
発
達
や
社
会
性
の
発
達
に
及

ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
研
究
２
で
は
、
研
究
１
で

得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
、
剣
道
授
業

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

加
東
市
に
お
け
る
剣
道
授
業
実
践
紹
介

加
東
市
教
育
委
員
会

　

加
東
市
は
、
兵
庫
県
中
央
部
や
や
南
よ
り
に
位
置
し
、
総
面
積
157
・
55
㎢
、
北
部
か
ら
北
東
部

に
か
け
て
、
中
国
山
地
か
ら
連
な
る
御
嶽
山
、
源
平
古
戦
場
三
草
山
、
五
峰
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
加
古
川
な
ど
の
河
川
に
沿
っ
て
河
岸
段
丘
と
沖
積
平
野
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
南
部
に
嬉
野

台
地
、
加
古
川
右
岸
に
は
青
野
ヶ
原
の
丘
陵
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
22
年
の
市
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
社
村
、
福
田
村
、
上
福
田
村
、
米
田
村
、
鴨
川
村
、

滝
野
村
、
賀
茂
村
、
上
東
条
村
、
中
東
条
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
28
年
に
は
町
村
合
併
促
進

法
が
施
行
さ
れ
、
社
町
、
福
田
村
、
上
福
田
村
、
米
田
村
、
鴨
川
村
が
合
併
し
て
社
町
が
誕
生
（
昭

和
30
年
）、
滝
野
町
、
賀
茂
村
が
合
併
し
て
滝
野
町
が
誕
生
（
昭
和
29
年
）、
上
東
条
村
、
中
東
条

村
が
合
併
し
て
東
条
町
が
誕
生
（
昭
和
30
年
）
し
、
加
東
郡
は
3
町
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
3
月
20
日
、
社
町
、
滝
野
町
、
東
条
町
は
合
併
し
て
加
東
市
と
な
り
、「
山

よ
し
！　

技
よ
し
！　

文
化
よ
し
！　

夢
が
き
ら
め
く
☆
元
気
な
ま
ち 
加
東
」
の
実
現
の
た
め

に
新
し
い
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

剣
道
に
お
い
て
は
、
昭
和
45
年
ご
ろ
か
ら
、
久
保
善
昭
氏
（
現
加
東
市
剣
道
連
盟
会
長
）
ら
を

中
心
に
、
旧
社
町
で
少
年
剣
道
の
指
導
が
始
ま
り
、
滝
野
、
東
条
地
域
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
発
足
当
時
の
少
年
剣
士
ら
が
指
導
者
と
な
り
、
少
年
剣
道
の
指
導
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
中
学
校
の
部
活
や
授
業
で
剣
道
に
触
れ
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
道
場
に
通
う
市

民
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
市
か
ら
稽
古
に
来
ら
れ
る
方
が
増
え
、
初
心
者
か
ら
高
段
者

ま
で
が
集
う
道
場
と
し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

加東市立武道館

2

研
究
主
題
・
研
究
の
視
点

◯
剣
道
が
中
学
生
の
学
習
規
律
の
形
成

に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究

　

い
じ
め
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
中
学
校
現
場
で
は
、
生
徒
の
健
全
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プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
を
行
い
、
授
業
で
の

効
果
を
検
討
し
、
中
学
校
の
武
道
必
修

化
の
有
効
な
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。

動
を
行
う
こ
と
は
、
部
活
動
を
離
れ
た

学
習
の
場
に
お
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

［
２
］
研
究
２
（
授
業
実
践
）

【
目
的
】
研
究
１
で
剣
道
が
中
学
生
へ

の
影
響
を
検
討
し
た
学
習
規
律
に
つ
い

て
、
武
道
必
修
化
に
お
け
る
体
育
科
の

剣
道
学
習
に
お
い
て
影
響
が
見
ら
れ
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
全
日
本
剣

道
連
盟
が
学
校
現
場
で
の
活
用
を
目
的

と
し
て
作
成
し
た
剣
道
教
本
『
剣
道
授

業
の
展
開
』（
全
日
本
剣
道
連
盟
、
２

０
０
９
）
を
用
い
た
体
育
授
業
を
展
開

し
、
生
徒
の
学
習
規
律
と
学
校
適
応
感

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
授

業
実
践
は
、
若
手
教
員
の
指
導
力
向
上

研
修
を
兼
ね
て
、
剣
道
経
験
の
な
い
若

手
教
員
が
、
剣
道
経
験
者
の
教
員
の
授

業
を
見
て
か
ら
授
業
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

【
方
法
】
研
究
協
力
者
は
、
Ａ
中
学
校

１
年
生
２
学
級
（
男
子
20
名
、
女
子
23

名
）。
介
入
群
（
剣
道
→
陸
上
）
は
、

剣
道
を
13
時
間
実
施
し
、
そ
の
後
に
陸

上
競
技
を
学
習
し
ま
し
た
。
対
照
群 

（
陸
上
→
剣
道
）
は
陸
上
競
技
を
13
時

間
実
施
し
て
か
ら
剣
道
を
学
習
し
ま
し

た
。
介
入
群
の
剣
道
授
業
は
剣
道
教
士

７
段
の
経
験
者
、
対
照
群
の
剣
道
授
業

は
剣
道
未
経
験
の
教
員
が
実
施
し
ま
し

た
。

【
調
査
期
間
】
平
成
24
年
10
月
か
ら
11

月
、
13
時
間
の
単
元
計
画
で
実
施
、
そ

の
間
、
対
照
学
級
は
他
領
域
（
陸
上
競

技
）
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前

調
査
は
本
単
元
が
実
施
さ
れ
た
１
時
間

目
の
前
に
実
施
、
事
後
調
査
は
本
単

元
の
最
終
授
業
後
に
実
施
し
ま
し
た
。

follow
-up

調
査
は
、
介
入
学
級
の
他

領
域
（
陸
上
競
技
）
授
業
後
及
び
対
照

学
級
の
剣
道
授
業
実
践
後
に
同
じ
よ
う

に
13
時
間
の
単
元
計
画
で
実
施
し
ま
し

た
。

【
調
査
内
容
】「
中
学
生
の
学
習
規
律

尺
度
」

【
授
業
実
践
】『
剣
道
授
業
の
展
開
』 

（
全
日
本
剣
道
連
盟
、
２
０
０
９
）
第

１
学
年
13
時
間
の
単
元
計
画
の
学
習
展

開
を
基
本
と
し
て
、
学
習
ノ
ー
ト
を
使

用
し
実
施
し
ま
し
た
。

【
結
果
・
考
察
】
中
学
校
１
年
生
の
剣

道
授
業
に
お
い
て
、
礼
法
を
重
視
し
た

剣
道
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

習
規
律
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
し
か
し
、
学

習
期
間
が
過
ぎ
る
と
そ
の
影
響
は
維
持

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
維
持
す
る
た
め

に
は
、
長
期
的
な
学
習
計
画
を
立
て
る

か
、
剣
道
学
習
以
外
の
学
校
生
活
の
場

面
で
、
武
道
の
礼
法
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
が
方
法
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

教
本
『
剣
道
授
業
の
展
開
』（
全
日

本
剣
道
連
盟
、
２
０
０
９
）
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
剣
道
の
経
験
者
は
も
ち
ろ

ん
、
剣
道
未
経
験
の
体
育
教
員
が
指
導

を
し
て
も
、
学
習
規
律
へ
の
影
響
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
剣
道
が
武
道
領
域
の
教

材
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

剣
道
を
指
導
す
る
際
、
技
能
の
習
得

に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
を
律
す
る
態
度

を
育
て
る
指
導
は
、「
生
き
る
力
」
を

育
む
貴
重
な
学
習
場
面
と
な
り
ま
す
。

武
道
必
修
化
に
お
い
て
は
、
体
育
科
だ

け
で
な
く
学
校
全
体
と
し
て
取
り
組

み
、実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

［
１
］
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る

際
、
剣
道
学
習
が
年
間
を
通
じ
て
展
開

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
長
期

的
に
学
習
す
る
こ
と
で
、
生
活
へ
の
つ

な
が
り
を
学
び
な
が
ら
実
践
し
、
学
習

規
律
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
生

徒
会
活
動
と
も
連
携
し
、
呼
び
か
け
や

点
検
活
動
等
に
よ
り
学
習
規
律
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

［
２
］
武
道
必
修
化
の
意
義
を
他
教
科

の
教
職
員
に
も
理
解
を
得
て
、
学
校
全

体
と
し
て
取
組
を
す
す
め
ま
し
た
。
授

業
時
の
あ
い
さ
つ
、
姿
勢
な
ど
、
武
道

で
の
学
習
を
日
常
の
生
活
に
生
か
す
こ

と
で
学
習
規
律
の
効
果
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
美
術
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン

作
成
は
、
自
分
の
名
前
を
レ
タ
ー
リ
ン

グ
で
丁
寧
に
書
き
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
３
年

3

研
究
実
践

［
１
］
研
究
１
（
調
査
研
究
）

【
目
的
】
部
活
動
に
焦
点
を
当
て
、
中

学
生
の
発
達
段
階
に
お
い
て
、
剣
道
を

学
ぶ
こ
と
で
他
の
種
目
と
の
差
異
が
見

ら
れ
る
の
か
検
討
し
ま
し
た
。

【
方
法
】
研
究
協
力
者
は
、
兵
庫
県
内

の
中
学
校
10
校
、
３
年
生
389
名
（
男
子

191
名
、
女
子
198
名
）
各
学
校
の
剣
道
部

３
年
生
及
び
抽
出
さ
れ
た
３
年
生
１
学

級
が
協
力
者
と
な
り
、剣
道
部
所
属（
Ａ

群
）、剣
道
部
以
外
の
運
動
部
所
属
（
以

下
、
運
動
部
所
属
）（
Ｂ
群
）、
文
化
部

所
属
（
Ｃ
群
）、
無
所
属
（
Ｄ
群
）
と

し
ま
し
た
。

【
調
査
期
間
】
平
成
24
年
６
月
下
旬
～

７
月
下
旬

【
調
査
内
容
】「
中
学
生
の
学
習
規
律

尺
度
」

【
結
果
・
考
察
】
学
習
規
律
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
剣
道
部
所
属
群
の
全

体
的
な
学
習
規
律
得
点
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図

１
）。
中
学
生
の
時
期
に
剣
道
部
に
所

属
し
、
武
道
の
礼
法
を
重
視
し
た
決
ま

り
に
則
っ
て
、
仲
間
と
共
に
自
主
的
活

４

研
究
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
取
組

剣道授業（剣道経験教員）

剣道授業（剣道未経験教員）

他領域（陸上） 

他領域（陸上）

 
図 2　中学生の学習規律（全体）
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図１　中学生の学習規律尺度群間の平均得点
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武道授業 実践の概要紹介 加東市

間
使
用
す
る
こ
と
で
、
美
術
の
授
業
の

取
り
組
み
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

［
３
］
教
本
『
剣
道
授
業
の
展
開
』（
全

日
本
剣
道
連
盟
、
２
０
０
９
）
を
活
用

し
、
13
時
間
の
単
元
計
画
を
重
視
し
た

指
導
を
行
い
、
簡
易
試
合
ま
で
で
き
る

よ
う
に
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
学
習

目
標
を
明
確
に
し
、
学
校
生
活
へ
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
学
習
ノ
ー
ト
を
活
用
し

た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
学
習
ノ
ー
ト
の
活
用

　

学
習
の
振
り
返
り
、
日
常
生
活
に
生

か
す
た
め
、
毎
時
間
学
習
ノ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
た
。
学
習
ノ
ー
ト
に
は
、
授

業
の
め
あ
て
や
技
能
の
ポ
イ
ン
ト
等
を

載
せ
、
自
分
で
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

し
、
授
業
の
最
後
に
振
り
返
り
を
書
く

よ
う
に
し
ま
し
た
。
単
元
計
画
13
時
間

の
内
容
に
合
わ
せ
、
毎
時
間
の
学
習
目

標
が
最
初
か
ら
載
せ
て
あ
り
、
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
員
も
授
業
が
す

す
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

②
審
判
法
の
学
習

　

普
段
、
教
室
の
学
級
集
団
の
中
で

は
、
人
間
関
係
が
で
き
る
た
め
、
中
学

生
の
時
期
に
は
、
剣
道
の
判
定
試
合
の

審
判
員
と
し
て
の
勝
敗
判
定
は
難
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
仲
の
良
い
友
達
を
ひ

い
き
し
た
り
、
剣
道
部
員
を
有
利
に
し

た
り
し
ま
す
。
判
定
基
準
を
明
確
に

し
、
瞬
時
に
判
定
し
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
、「
公
平
無
私
」
に
な
る
こ
と
が

審
判
員
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
一
人
一

　

こ
れ
ら
の
取
組
以
外
に
も
、
武
道
授

業
で
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
構
え
の
姿
勢
な
ど
を
確
認
し
た

り
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活
動
に

活
用
し
た
り
し
て
、
深
い
学
び
へ
と
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
３
年
生
で
は
、
気
持

ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
木

刀
を
使
用
し
た
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
稽
古
法
」
を
学
習
し
、
お
互
い
に

評
価
を
す
る
な
ど
、
張
り
詰
め
た
雰
囲

気
の
中
で
、
自
分
の
力
が
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
学
習
を
す
す
め
ま
し

た
。
木
刀
に
よ
る
授
業
に
よ
り
、
武
道

の
良
さ
や
他
の
種
目
と
の
違
い
を
生
徒

が
よ
り
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

加
東
市
で
は
、
平
成
33
年
度
よ
り
３

年
ご
と
に
全
て
の
中
学
校
区
で
小
中
一

貫
校
が
開
校
し
ま
す
。
小
中
９
年
間
を

見
通
し
た
系
統
性
の
あ
る
指
導
を
行
う

た
め
、
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、

中
学
校
教
員
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
育
に
お
い
て

は
、
球
技
や
器
械
運
動
な
ど
を
中
心
に

す
す
め
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
の
体

育
で
は
学
習
し
な
い
武
道
学
習
に
つ
い

て
、
礼
法
等
の
武
道
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
学
習
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
学
校
の
体
育
学
習
と
連

携
を
図
り
、
小
中
９
年
間
の
発
達
段
階

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
武
道
学
習
を
研

究
す
る
と
共
に
、
剣
道
の
特
性
を
生
か

週時 時間割 １学期 ２学期 ３学期

1
保健

剣道

保健

剣道

水泳

　1学年　保健体育科　　年間指導計画　週３時間の例

陸上・球技 ダンス 球技・器械運動 陸上・球技

2

3

水泳礼法

剣道

保健・
武道

体育

体育

保健

集団
行動

人
の
友
達
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
審
判
員
の
正
し
い
判
断
は
、
教

室
内
で
の
規
範
意
識
を
高
め
る
要
因
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
人
間

関
係
に
左
右
さ
れ
ず
、
間
違
っ
た
こ
と

に
注
意
し
、
そ
の
注
意
を
認
め
ら
れ
る

集
団
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

5

お
わ
り
に

ICT を活用した剣道授業。電子黒板を使
用し、自分の打突の動きを分析したり、
友達と比較したり、課題を確認すること
ができた

剣道具を使用しない「木刀による剣道基本稽古法」。静かな雰囲気で、心を落ち着かせて集中するこ
と、場の雰囲気を大切にした授業をすすめた

美術の授業でゼッケンを作成審判法の学習

学習ノートを活用することにより、授業
のめあてや技能のポイント等を自分で確
認できるようにした

し
た
効
果
的
な
学
習
指
導
に
よ
り
、
相

手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方

を
守
り
、
自
分
で
自
分
を
律
す
る
心
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
授
業
研
究
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


